
１ 日 時 平成２８年６月１７日（金）１５：００～１６：００
２ 場 所 ホテルメルパルク広島 ６階 平成の間

広島県広島市中区基町６－３６
３ 講演内容

４ 定員／参加費 １２０名程度／無料
５ 主催 総務省中国総合通信局、中国地方非常通信協議会
６ 協賛 情報通信月間推進協議会
７ 参加申込方法 ｅ－ｍａｉｌ又はＦＡＸで申込みください。 （締切日：６月１５日(水)）

件名を「非常通信セミナー」とし、本文に、参加希望者氏名・所属（会社名等）・ｅ－ｍａｉｌ・
連絡先（電話番号）を記載ください。
【申込先・連絡先】
中国総合通信局（中国地方非常通信協議会事務局） TEL082-222-3398
FAX082-221-0075 e-mail:chugoku-hijoukyou@soumu.go.jp

※個人情報の取り扱い
参加申込みに際しお知らせいただいた個人情報については、本講演会の参加申込の確認及び緊急の連絡以外には利用しません。

また、本講演会終了後には、速やかに処分いたします。

我が国は気象的、地理的、地形的条件から、地震、台風、豪雨など自然
災害の多発国であり、これまで数多くの災害が発生しています。

平成２６年８月に発生した広島土砂災害、昨年９月に関東・東北豪雨
災害、今年4月の熊本地震等により大きな被害をもたらされました。

甚大な被害をもたらす災害に対応するには、地域的特性を知り、豪雨
災害に対する避難方法や防災・減災に対する知識を習得し、さまざまな
災害情報をどのように利活用するかが重要です。

このたび、内閣府の中央防災会議「防災対策推進検討会議」、「大規模水
害対策に関する専門調査会」等の委員を歴任されている関西大学の河田教
授に、大規模な豪雨災害や地震における避難勧告等の災害情報をどのよう
に認識し、対応していくかなどについて、事例を踏まえ専門的見地からご講
演をいただきます。

開催
案内

【平成２８年度 情報通信月間参加行事】

『 大 規 模 災 害 時 の 情 報 伝 達 』
～関東・東北豪雨災害、熊本地震から学ぶこと～

関西大学社会安全研究センター
センター長・特命教授 河 田 恵 昭 氏


